
 

第 11回世界健康安全保障イニシアティブ（GHSI）閣僚級会合（概要） 

 

 日程・場所  平成 22年（2010年）12月 2、3日 メキシコシティ（メキシコ） 

 

 会合の位置付け・意義  

＜経緯＞平成 13年（2001年）９月の米国における同時多発テロを受け、米国・カナダ

政府の呼びかけにより、世界的な健康危機管理の向上及びテロリズムに対する準備と

対応に係る各国の連携等について話し合うことを目的に各国保健相レベルの会合（世

界健康安全保障イニシアティブ Global Health Security Initiative：GHSI）が平成

13年（2001年）11月に発足。今回の会合は、例年この時期に行われている、GHSIの

年次閣僚級会合であり、今年で 11回目となる。 

＜構成＞日本、メキシコ、米国、英国、カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、ＥＣ

（欧州委員会）、オブザーバーとしてＷＨＯ（世界保健機関）。 

（※今回会合については、日本（岡本政務官）、メキシコ（コルドバ保健大臣）、米国

（シベリウス保健長官）、英国（バーンズ保健副大臣）が閣僚等の参加あり） 

 

 日本からの参加者  岡本充功厚生労働大臣政務官 他 

 

 主な議論と我が国のスタンス  

＜主な議論＞ 

参加国の閣僚等により、年次報告や各専門分野の活動報告、今般の H1N1 インフルエンザ

の総括、炭疽菌テロをシナリオとしたコミュニケーション訓練、共同声明の採択等が行われ

た。 

＜我が国のスタンス＞ 

・平成21年（2009年）のH1N1インフルエンザ対策においては、本GHSIのネットワークによ

る迅速な情報共有が非常に有意義であった。 

・テロ対策については、平成7年（1995年）の東京地下鉄サリン事件等の経験を踏まえ、

GHSIでの議論を参考にしつつ、初動体制の確保、情報共有体制の確立、対抗医薬医療体

制の整備等に取り組んできた。 

・アジア地域からの唯一の参加国として、今後もアジア地域での新たな危機の予兆を覚知

次第、速やかにGHSI参加国に適切な情報提供を行う用意がある。 

 

※次回の閣僚級会合は、来年の同時期にフランス・パリで開催予定。 

 

以上 


